
京都市職員給与条例の一部を改正する条例（平成２８年１２月２０日京都市条例第   

号）（行財政局人事部給与課） 

本市人事委員会からの勧告等を踏まえ，職員の給与について，次の措置を講じること

としました。 

１ 勤勉手当の改定 

   平成２８年１２月以後に支給する勤勉手当の支給割合の限度を次のとおり改定しま

す。 

    再任用職員以外の職員 

区   分 改   正   前 改   正   後 

平成２８年度１２

月支給分 １００分の８０（管理又は監

督の地位にある職員で任命

権者が定めるものにあって

は，１００分の１００） 

１００分の９０（管理又は監

督の地位にある職員で任命

権者が定めるものにあって

は，１００分の１１０） 

平成２９年度以後

支給分 

１００分の８５（管理又は監

督の地位にある職員で任命

権者が定めるものにあって

は，１００分の１０５） 

   再任用職員 

区   分 改   正   前 改   正   後 

平成２８年度１２

月支給分 １００分の３７．５（管理又

は監督の地位にある職員で

任命権者が定めるものにあ

っては，１００分の４７．５） 

１００分の４２．５（管理又

は監督の地位にある職員で

任命権者が定めるものにあ

っては，１００分の５２．５） 

平成２９年度以後

支給分 

１００分の４０（管理又は監

督の地位にある職員で任命

権者が定めるものにあって

は，１００分の５０） 

２ 初任給基準に係る給料月額の改定 

   行政職給料表１級の３５号給を受ける職員のうち，新たに同給料表の適用を受ける

こととなった職員で市長が定めるものの給料月額（１８１，２００円）を１８２，７
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００円に改定します。 

１の措置は平成２８年１２月に支給する勤勉手当から，２の措置は平成２９年４月１

日から実施することとしました。 

 

 



京都市職員給与条例の一部を改正する条例を公布する。 

  平成２８年１２月２０日 

京都市長  門 川 大 作 

京都市条例第   号 

   京都市職員給与条例の一部を改正する条例 

京都市職員給与条例の一部を次のように改正する。 

第１８条第２項第１号中「１００分の８０」を「１００分の８５」に，「１００分の１

００」を「１００分の１０５」に改め，同項第２号中「１００分の３７．５」を「１００

分の４０」に，「１００分の４７．５」を「１００分の５０」に改める。 

別表第１の１備考２中「１８１，２００円」を「１８２，７００円」に改める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，公布の日から施行する。ただし，別表第１の１の改正規定は，平成２９

年４月１日から施行する。 

（適用区分） 

２ この条例による改正後の京都市職員給与条例（以下「改正後の条例」という。）第１８

条第２項の規定は，平成２８年１２月の支給に係る勤勉手当から適用する。 

（勤勉手当の額の特例） 

３ 平成２８年１２月の支給に係る勤勉手当の額に関する改正後の条例第１８条第２項の

規定の適用については，同項第１号中「１００分の８５」とあるのは「１００分の９０」

と，「１００分の１０５」とあるのは「１００分の１１０」と，同項第２号中「１００

分の４０」とあるのは「１００分の４２．５」と，「１００分の５０」とあるのは「１

００分の５２．５」とする。 

（勤勉手当の内払） 

４ 改正後の条例の規定を適用する場合においては，この条例による改正前の京都市職員

給与条例の規定に基づいて支給された勤勉手当は，改正後の条例の規定による勤勉手当

の内払とみなす。 

（行財政局人事部給与課） 
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